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Vision
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宇宙を、好奇心に動かされた人類の、進化の舞台にする

• 人工流れ星などを使って、宇宙の
美しさを広く人々に伝えると同時
に、中間圏近傍のデータを取得し、
環境問題の解決に貢献する

• そして、宇宙には人類にとって有
用な無限の科学知識と、美しさ・
面白さの両者が眠っているという
認識を、人々に定着させる

Phase1: 地球近傍
2020~

Phase2: 月、他の惑星
2030~

Phase3: 太陽系外
2050~

• 他の衛星や惑星の環境データを現
地で取得し、進化の変遷を分析す
ることで、砂漠化の防止など地球
の美しさを守るための科学知識を
獲得する

• 他の衛星や惑星の基地で、そこで
しか体験できない科学エンターテ
イメントを提供し基地生活者への
娯楽提供、及び人々が地球外へ飛
び出すきっかけを作る

ALEは、地球の外へと人類の活動圏を拡大していき、宇宙に眠る無限の科学知識を発見、蓄積、応用す
ることで、人類の持続的な発展に貢献する

• 無人・有人での太陽系外への探査
手段を確立し、太陽系の外に出る
ことで、これまで分かっていな
かった新たな物理法則や天文学、
生命科学の法則の発見、及び応用
に貢献する

科学を社会につなぎ宇宙を文化圏にするOur mission
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人工流れ星開発

ロケット打上げ

ミッションの達成状況（～2020年3月）

2016-2017
Seed round ($15m)
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2018-2019
Series A round ($11m)

衛星開発

ALE-NEX
EDT開発

ロケット契約
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Total # of members ~30名~20名

仏トゥールーズに
活動拠点設立

（2019年12月）

日本を代表する
スタートアップ企業に選出

（2019年7月）

（2019年1月） （2019年12月）

Milestone
achievement

▪ これまでに人工衛星2機の
軌道投入に成功
（2019年1月＆12月)

▪ 産学連携によるオープン
イノベーション体制によ
り、信頼性の高い先端技
術を実現

▪ JAXAと宇宙デブリ拡散防
止装置の事業化に向けた
J-SPARC事業共同実証を
開始（2020年3月）

~10名
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安倍首相（当時）へ
会社概要説明
（2018年3月）

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
出典: ALE、JAXA、Rocketlab

Rocketlab社の
ロケット購入

イプシロン
ロケット4号機

にて打上

エレクトロン
ロケット10号機

にて打上

革新的衛星技術
実証プログラム

採択
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東北大学と共同で小型人工衛星を開発し

1年で2機の打ち上げに成功。

高い信頼性を証明しました。

現在同様の体制で、3機目の開発に着手しています。

人工流れ星の素となる流星源は、

独自開発したアーク風洞と呼ばれる装置で研究。

地上実験では、都会でも肉眼で観測できる

明るさを実現しました。

創立当初から変わらない

オープンイノベーション体制で、

経験豊富な社外の知見を活用。

宇宙関連以外の分野のエキスパートと、

経験豊富な人工衛星・衛星地上システム技術者が

集まったチームで研究開発を進めています。

ALE-1 ALE-2

ALE内製の超小型アーク風洞
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テクノロジー

人工流れ星技術実証
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⚫ 地球磁場を受けて流れる電流が、人工衛星を
減速させる力を発生させます。
また、地球大気との接触から大気抵抗を得る
ことで減速させる力を得ます。
この力は比較的小さいですが、一定で累積的
なものであるため、減速度が高くなります。

⚫ JAXAが開発したカーボンナノチューブ
（CNT）エミッターを追加することで、受動
状態でも電流を確実に流すことができます。
バスからの電力がなくても、テザーで減速す
ることができます。

⚫ ALE社EDTは独立した機構を持つため、人工
衛星が故障した場合でも、影響を受けること
なく稼働・脱軌道を達成します。

⚫ EDTはタイマーにより自律的に展開します。
このタイマー・展開機構には三重冗長を施し
以下を達成します。
・打上時・運用中等に誤って展開しない
・予定展開時期に確実に展開する

小型人工衛星技術の研究開発

EDTの仕組み

無限に存在する地球磁力／地球大気からローレンツ力／大気抵抗を発生させ、
衛星の周回速度を減速・脱軌道を早める
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